
数学Ⅱ・数学Ｂ
問 題 選 択 方 法

第１問 必 答

第２問 必 答

第３問 �
�
�
�
�
�
�
�

いずれか�問を選択し，

解答しなさい。
第４問

第５問

― ２７ ― （２１０５―２７）



第１問 （必答問題）（配点 ３０）

〔�〕

 k＞�，k≠�とする。関数 y＝ log k xと y＝ log２ kxのグラフについて考

えよう。

� y＝ log３ xのグラフは点��２７， ア �
�を通る。また，y＝ log２

x
	 の

グラフは点�� イウ ，���を通る。


 y＝ log k xのグラフは，kの値によらず定点�� エ ， オ �
�を通

る。

� k＝�，
，�のとき

y＝ log k xのグラフの概形は カ

y＝ log２ kxのグラフの概形は キ

である。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

（注）この科目には，選択問題があります。（２７ページ参照。）数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２８ ― （２１０５―２８）



カ ， キ については，最も適当なものを，次の�～�のうちか

ら一つずつ選べ。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。
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（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２９ ― （２１０５―２９）



 x＞�，x≠�，y＞�とする。log x yについて考えよう。

� 座標平面において，方程式 log x y＝�の表す図形を図示すると，

ク の x＞�，x≠�，y＞�の部分となる。

ク については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選

べ。
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（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３０ ― （２１０５―３０）



� 座標平面において，不等式�＜ log x y＜�の表す領域を図示すると，

ケ の斜線部分となる。ただし，境界（境界線）は含まない。

ケ については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選

べ。
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（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３１ ― （２１０５―３１）



〔�〕 S（x）を xの�次式とする。xの整式 P（x）を S（x）で割ったときの商を

T（x），余りを U（x）とする。ただし，S（x）と P（x）の係数は実数であるとす

る。

 P（x）＝�x３＋�x２＋１０x＋�，S（x）＝ x２＋�x＋�の場合を考える。

方程式 S（x）＝�の解は x＝ コサ ±� シ iである。

また，T（x）＝ ス x－ セ ，U（x）＝ ソタ である。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３２ ― （２１０５―３２）



 方程式 S（x）＝�は異なる二つの解 α，βをもつとする。このとき

P（x）を S（x）で割った余りが定数になる

ことと同値な条件を考える。

� 余りが定数になるときを考えてみよう。

仮定から，定数 kを用いて U（x）＝ kとおける。このとき， チ 。

したがって，余りが定数になるとき， ツ が成り立つ。

チ については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選

べ。

� P（α）＝ P（β）＝ kが成り立つことから，P（x）＝ S（x）T（x）＋ k

となることが導かれる。また，P（α）＝ P（β）＝ kが成り立つことか

ら，S（α）＝ S（β）＝�となることが導かれる

� P（x）＝ S（x）T（x）＋ kかつ P（α）＝ P（β）＝ kが成り立つことか

ら，S（α）＝ S（β）＝�となることが導かれる

� S（α）＝ S（β）＝�が成り立つことから，P（x）＝ S（x）T（x）＋ k

となることが導かれる。また，S（α）＝ S（β）＝�が成り立つことか

ら，P（α）＝ P（β）＝ kとなることが導かれる

� P（x）＝ S（x）T（x）＋ kかつ S（α）＝ S（β）＝�が成り立つことか

ら，P（α）＝ P（β）＝ kとなることが導かれる

ツ の解答群

� T（α）＝ T（β） � P（α）＝ P（β）

� T（α）≠ T（β） � P（α）≠ P（β）

（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３３ ― （２１０５―３３）



� 逆に ツ が成り立つとき，余りが定数になるかを調べよう。

S（x）が�次式であるから，m，nを定数として U（x）＝mx＋ nとおけ

る。P（x）を S（x），T（x），m，nを用いて表すと，P（x）＝ テ とな

る。この等式の xに α，βをそれぞれ代入すると ト となるので，

ツ と α≠ βより ナ となる。以上から余りが定数になること

がわかる。

テ の解答群

� （mx＋ n）S（x）T（x） � S（x）T（x）＋mx＋ n

� （mx＋ n）S（x）＋ T（x） � （mx＋ n）T（x）＋ S（x）

ト の解答群

� P（α）＝ T（α） かつ P（β）＝ T（β）

� P（α）＝mα＋ n かつ P（β）＝mβ＋ n

� P（α）＝（mα＋ n）T（α） かつ P（β）＝（mβ＋ n）T（β）

� P（α）＝ P（β）＝�

	 P（α）≠� かつ P（β）≠�

ナ の解答群

� m≠� � m≠� かつ n＝�

� m≠� かつ n≠� � m＝�

	 m＝ n＝� 
 m＝� かつ n≠�

� n＝� � n≠�

（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３４ ― （２１０５―３４）



�，�の考察から，方程式 S（x）＝�が異なる二つの解 α，βをもつと

き，P（x）を S（x）で割った余りが定数になることと ツ であることは同

値である。

 pを定数とし，P（x）＝ x１０－�x９－ px２－�x，S（x）＝ x２－ x－�の場合

を考える。P（x）を S（x）で割った余りが定数になるとき，p＝ ニヌ とな

り，その余りは ネノ となる。

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３５ ― （２１０５―３５）



第２問 （必答問題）（配点 ３０）

mをm＞�を満たす定数とし，f（x）＝�（x－�）（x－m）とする。また，

S（x）＝ �
�

�

f（ t）dtとする。関数 y＝ f（x）と y＝ S（x）のグラフの関係について考

えてみよう。

 m＝�のとき，すなわち，f（x）＝�（x－�）（x－�）のときを考える。

� f′（x）＝�となる xの値は x＝
ア

イ
である。

� S（x）を計算すると

S（x）＝ �
�

�

f（ t）dt

＝ �
�

��
	�t

２－ ウ t＋ エ 

�dt

＝ x３－
オ

カ
x２＋ キ x

であるから

x＝ ク のとき，S（x）は極大値
ケ

コ
をとり

x＝ サ のとき，S（x）は極小値 シ をとることがわかる。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３６ ― （２１０５―３６）



� f（�）と一致するものとして，次の�～�のうち，正しいものは ス で

ある。

ス の解答群

� S（�）

� �点（�，S（�）），（�，S（�））を通る直線の傾き

	 �点（
，
），（�，S（�））を通る直線の傾き

� 関数 y＝ S（x）のグラフ上の点（�，S（�））における接線の傾き

� 関数 y＝ f（x）のグラフ上の点（�，f（�））における接線の傾き

（数学Ⅱ・数学Ｂ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３７ ― （２１０５―３７）



 �≦ x≦�の範囲で，関数 y＝ f（x）のグラフと x軸および y軸で囲まれた図

形の面積を S１，�≦ x≦mの範囲で，関数 y＝ f（x）のグラフと x軸で囲まれた

図形の面積を S２とする。このとき，S１＝ セ ，S２＝ ソ である。

S１＝ S２となるのは タ ＝�のときであるから，S１＝ S２が成り立つよう

な f（x）に対する関数 y＝ S（x）のグラフの概形は チ である。また，

S１＞ S２が成り立つような f（x）に対する関数 y＝ S（x）のグラフの概形は

ツ である。

セ ， ソ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� �
�

�

f（x）dx � �
�

�

f（x）dx � �
�

�

f（x）dx

� �
�

�

｛－ f（x）｝dx � �
�

�

｛－ f（x）｝dx 	 �
�

�

｛－ f（x）｝dx

タ の解答群

� �
�

�

f（x）dx � �
�

�

f（x）dx

� �
�

�

f（x）dx � �
�

�

f（x）dx－ �
�

�

f（x）dx

� �
�

�

f（x）dx－ �
�

�

f（x）dx 	 �
�

�

f（x）dx＋ �
�

�

f（x）dx


 �
�

�

f（x）dx＋ �
�

�

f（x）dx

（数学Ⅱ・数学Ｂ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３８ ― （２１０５―３８）



チ ， ツ については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ

ずつ選べ。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。
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（数学Ⅱ・数学Ｂ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３９ ― （２１０５―３９）



 関数 y＝ f（x）のグラフの特徴から関数 y＝ S（x）のグラフの特徴を考えてみよ

う。

関数 y＝ f（x）のグラフは直線 x＝ テ に関して対称であるから，すべて

の正の実数 pに対して

�
���

�

f（x）dx＝ �
�

ト
f（x）dx ………………………… 

が成り立ち，M＝ テ とおくと�＜ q≦M－�であるすべての実数 qに対

して

�
���

�

｛－ f（x）｝dx＝ �
�

ナ
｛－ f（x）｝dx ………………………… 

が成り立つことがわかる。すべての実数 α，β に対して

�
�

�

f（x）dx＝ S（β）－ S（α）

が成り立つことに注意すれば，とはそれぞれ

S（�－ p）＋ S�� ト �
�＝ ニ

�S（M）＝ ヌ

となる。

以 上 か ら，す べ て の 正 の 実 数 pに 対 し て，�点（�－ p，S（�－ p）），

�
� ト ，S�� ト �

�
�
�を結ぶ線分の中点についての記述として，後の	～


のうち，最も適当なものは ネ である。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ４０ ― （２１０５―４０）



テ の解答群

� m � m
� � m＋� � m＋１

�

ト の解答群

� �－ p � p � �＋ p
� m－ p � m＋ p

ナ の解答群

� M－ q � M � M＋ q
� M＋m－ q � M＋m 	 M＋m＋ q

ニ の解答群

� S（�）＋ S（m） � S（�）＋ S（p） � S（�）－ S（m）
� S（�）－ S（p） � S（p）－ S（m） 	 S（m）－ S（p）

ヌ の解答群

� S（M－ q）＋ S（M＋m－ q） � S（M－ q）＋ S（M＋m）
� S（M－ q）＋ S（M） � �S（M－ q）
� S（M＋ q）＋ S（M－ q） 	 S（M＋m＋ q）＋ S（M－ q）

ネ の解答群

� x座標は pの値によらず一つに定まり，y座標は pの値により変わる。
� x座標は pの値により変わり，y座標は pの値によらず一つに定まる。
� 中点は pの値によらず一つに定まり，関数 y＝ S（x）のグラフ上にある。
� 中点は pの値によらず一つに定まり，関数 y＝ f（x）のグラフ上にある。
� 中点は pの値によって動くが，つねに関数 y＝ S（x）のグラフ上にある。
	 中点は pの値によって動くが，つねに関数 y＝ f（x）のグラフ上にある。

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ４１ ― （２１０５―４１）



第３問 （選択問題）（配点 ２０）

以下の問題を解答するにあたっては，必要に応じて４７ページの正規分布表を用
いてもよい。また，ここでの晴れの定義については，気象庁の天気概況の「快晴」ま
たは「晴」とする。

 太郎さんは，自分が住んでいる地域において，日曜日に晴れとなる確率を考え
ている。
晴れの場合は�，晴れ以外の場合は�の値をとる確率変数を Xと定義する。
また，X＝�である確率を pとすると，その確率分布は表�のようになる。

表 �

X � � 計

確 率 �－ p p �

この確率変数 Xの平均（期待値）をmとすると

m＝ ア

となる。
太郎さんは，ある期間における連続した n週の日曜日の天気を，表�の確率
分布をもつ母集団から無作為に抽出した大きさ nの標本とみなし，それらの X
を確率変数 X１，X２，…，Xnで表すことにした。そして，その標本平均 Xを利用
して，母平均mを推定しようと考えた。実際に n＝３００として晴れの日数を調
べたところ，表�のようになった。

表 �

天 気 日 数

晴れ ７５

晴れ以外 ２２５

計 ３００

（数学Ⅱ・数学Ｂ第３問は次ページに続く。）

第３問～第５問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。数学Ⅱ・数学Ｂ

― ４２ ― （２１０５―４２）



母標準偏差を σとすると，n＝３００は十分に大きいので，標本平均 Xは近似的

に正規分布 N��m， イ �
�に従う。

一般に，母標準偏差 σがわからないとき，標本の大きさ nが大きければ，σの
代わりに標本の標準偏差 Sを用いてもよいことが知られている。Sは

S＝�
�
n
｛（X１－ X）２＋（X２－ X）２＋…＋（Xn－ X）２｝

＝�
�
n
（X１２＋ X２２＋…＋ Xn２）－ ウ

で計算できる。ここで，X１２＝ X１，X２２＝ X２，…，Xn２＝ Xnであることに着目

し，右辺を整理すると，S＝� エ と表されることがわかる。

よって，表�より，大きさ n＝３００の標本から求められる母平均 mに対する

信頼度９５％の信頼区間は オ となる。

ア の解答群

� p 	 p２ 
 �－ p � （�－ p）２

イ の解答群

� σ 	 σ２ 
 σ

n
� σ２

n
� σ

�n

ウ ， エ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� X 	 （X）２ 
 X（�－ X） � �－ X

オ については，最も適当なものを，次の�～
のうちから一つ選べ。

� ０．２０１≦m≦０．２９９ 	 ０．２０９≦m≦０．２９１


 ０．２２５≦m≦０．２５０ � ０．２２５≦m≦０．２７５

� ０．２４７≦m≦０．２５３ 
 ０．２５０≦m≦０．２７５

（数学Ⅱ・数学Ｂ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ４３ ― （２１０５―４３）



 ある期間において，「ちょうど�週続けて日曜日の天気が晴れになること」がど
のくらいの頻度で起こり得るのかを考察しよう。以下では，連続する k週の日曜
日の天気について，の太郎さんが考えた確率変数のうち X１，X２，…，Xkを用
いて調べる。ただし，kは�以上３００以下の自然数とする。
X１，X２，…，Xkの値を順に並べたときの�と�からなる列において，「ちょう
ど三つ続けて�が現れる部分」を Aとし，Aの個数を確率変数 Ukで表す。例え
ば，k＝２０とし，X１，X２，…，X２０の値を順に並べたとき

１，１，１，１，０，
A

１，１，１，０，０，１，１，１，１，１，０，０，
A

１，１，１

であったとする。この例では，下線部分は Aを示しており，�が四つ以上続く
部分は Aとはみなさないので，U２０＝�となる。
k＝�のとき，X１，X２，X３，X４のとり得る値と，それに対応した U４の値を書
き出すと，表�のようになる。

表 �

X１ X２ X３ X４ U４

� � � � �
� � � � �
� � � � �
� � � � �
� � � � �
� � � � �
� � � � �
� � � � �
� � � � �

� � � � �
� � � � �
� � � � �
� � � � �
� � � � �
� � � � �
� � � � �

（数学Ⅱ・数学Ｂ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ４４ ― （２１０５―４４）



ここで，Ukの期待値を求めてみよう。における pの値を p＝
�
� とする。

k＝�のとき，U４の期待値は

E（U４）＝
カ
１２８

となる。k＝�のとき，U５の期待値は

E（U５）＝
キク
１０２４

となる。

�以上の kについて，kと E（Uk）の関係を詳しく調べると，座標平面上の点

（�，E（U４）），（�，E（U５）），…，（３００，E（U３００））は一つの直線上にあること

がわかる。この事実によって

E（U３００）＝
ケコ

サ

となる。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第３問は４７ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ４５ ― （２１０５―４５）



正 規 分 布 表
y

zz　0O

次の表は，標準正規分布の分布曲線における右図の灰

色部分の面積の値をまとめたものである。

z０ ０．００ ０．０１ ０．０２ ０．０３ ０．０４ ０．０５ ０．０６ ０．０７ ０．０８ ０．０９
０．０ ０．００００ ０．００４０ ０．００８０ ０．０１２０ ０．０１６０ ０．０１９９ ０．０２３９ ０．０２７９ ０．０３１９ ０．０３５９

０．１ ０．０３９８ ０．０４３８ ０．０４７８ ０．０５１７ ０．０５５７ ０．０５９６ ０．０６３６ ０．０６７５ ０．０７１４ ０．０７５３
０．２ ０．０７９３ ０．０８３２ ０．０８７１ ０．０９１０ ０．０９４８ ０．０９８７ ０．１０２６ ０．１０６４ ０．１１０３ ０．１１４１
０．３ ０．１１７９ ０．１２１７ ０．１２５５ ０．１２９３ ０．１３３１ ０．１３６８ ０．１４０６ ０．１４４３ ０．１４８０ ０．１５１７
０．４ ０．１５５４ ０．１５９１ ０．１６２８ ０．１６６４ ０．１７００ ０．１７３６ ０．１７７２ ０．１８０８ ０．１８４４ ０．１８７９
０．５ ０．１９１５ ０．１９５０ ０．１９８５ ０．２０１９ ０．２０５４ ０．２０８８ ０．２１２３ ０．２１５７ ０．２１９０ ０．２２２４

０．６ ０．２２５７ ０．２２９１ ０．２３２４ ０．２３５７ ０．２３８９ ０．２４２２ ０．２４５４ ０．２４８６ ０．２５１７ ０．２５４９
０．７ ０．２５８０ ０．２６１１ ０．２６４２ ０．２６７３ ０．２７０４ ０．２７３４ ０．２７６４ ０．２７９４ ０．２８２３ ０．２８５２
０．８ ０．２８８１ ０．２９１０ ０．２９３９ ０．２９６７ ０．２９９５ ０．３０２３ ０．３０５１ ０．３０７８ ０．３１０６ ０．３１３３
０．９ ０．３１５９ ０．３１８６ ０．３２１２ ０．３２３８ ０．３２６４ ０．３２８９ ０．３３１５ ０．３３４０ ０．３３６５ ０．３３８９
１．０ ０．３４１３ ０．３４３８ ０．３４６１ ０．３４８５ ０．３５０８ ０．３５３１ ０．３５５４ ０．３５７７ ０．３５９９ ０．３６２１

１．１ ０．３６４３ ０．３６６５ ０．３６８６ ０．３７０８ ０．３７２９ ０．３７４９ ０．３７７０ ０．３７９０ ０．３８１０ ０．３８３０
１．２ ０．３８４９ ０．３８６９ ０．３８８８ ０．３９０７ ０．３９２５ ０．３９４４ ０．３９６２ ０．３９８０ ０．３９９７ ０．４０１５
１．３ ０．４０３２ ０．４０４９ ０．４０６６ ０．４０８２ ０．４０９９ ０．４１１５ ０．４１３１ ０．４１４７ ０．４１６２ ０．４１７７
１．４ ０．４１９２ ０．４２０７ ０．４２２２ ０．４２３６ ０．４２５１ ０．４２６５ ０．４２７９ ０．４２９２ ０．４３０６ ０．４３１９
１．５ ０．４３３２ ０．４３４５ ０．４３５７ ０．４３７０ ０．４３８２ ０．４３９４ ０．４４０６ ０．４４１８ ０．４４２９ ０．４４４１

１．６ ０．４４５２ ０．４４６３ ０．４４７４ ０．４４８４ ０．４４９５ ０．４５０５ ０．４５１５ ０．４５２５ ０．４５３５ ０．４５４５
１．７ ０．４５５４ ０．４５６４ ０．４５７３ ０．４５８２ ０．４５９１ ０．４５９９ ０．４６０８ ０．４６１６ ０．４６２５ ０．４６３３
１．８ ０．４６４１ ０．４６４９ ０．４６５６ ０．４６６４ ０．４６７１ ０．４６７８ ０．４６８６ ０．４６９３ ０．４６９９ ０．４７０６
１．９ ０．４７１３ ０．４７１９ ０．４７２６ ０．４７３２ ０．４７３８ ０．４７４４ ０．４７５０ ０．４７５６ ０．４７６１ ０．４７６７
２．０ ０．４７７２ ０．４７７８ ０．４７８３ ０．４７８８ ０．４７９３ ０．４７９８ ０．４８０３ ０．４８０８ ０．４８１２ ０．４８１７

２．１ ０．４８２１ ０．４８２６ ０．４８３０ ０．４８３４ ０．４８３８ ０．４８４２ ０．４８４６ ０．４８５０ ０．４８５４ ０．４８５７
２．２ ０．４８６１ ０．４８６４ ０．４８６８ ０．４８７１ ０．４８７５ ０．４８７８ ０．４８８１ ０．４８８４ ０．４８８７ ０．４８９０
２．３ ０．４８９３ ０．４８９６ ０．４８９８ ０．４９０１ ０．４９０４ ０．４９０６ ０．４９０９ ０．４９１１ ０．４９１３ ０．４９１６
２．４ ０．４９１８ ０．４９２０ ０．４９２２ ０．４９２５ ０．４９２７ ０．４９２９ ０．４９３１ ０．４９３２ ０．４９３４ ０．４９３６
２．５ ０．４９３８ ０．４９４０ ０．４９４１ ０．４９４３ ０．４９４５ ０．４９４６ ０．４９４８ ０．４９４９ ０．４９５１ ０．４９５２

２．６ ０．４９５３ ０．４９５５ ０．４９５６ ０．４９５７ ０．４９５９ ０．４９６０ ０．４９６１ ０．４９６２ ０．４９６３ ０．４９６４
２．７ ０．４９６５ ０．４９６６ ０．４９６７ ０．４９６８ ０．４９６９ ０．４９７０ ０．４９７１ ０．４９７２ ０．４９７３ ０．４９７４
２．８ ０．４９７４ ０．４９７５ ０．４９７６ ０．４９７７ ０．４９７７ ０．４９７８ ０．４９７９ ０．４９７９ ０．４９８０ ０．４９８１
２．９ ０．４９８１ ０．４９８２ ０．４９８２ ０．４９８３ ０．４９８４ ０．４９８４ ０．４９８５ ０．４９８５ ０．４９８６ ０．４９８６
３．０ ０．４９８７ ０．４９８７ ０．４９８７ ０．４９８８ ０．４９８８ ０．４９８９ ０．４９８９ ０．４９８９ ０．４９９０ ０．４９９０

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ４７ ― （２１０５―４７）



第４問 （選択問題）（配点 ２０）

 数列｛an｝が

an＋１－ an＝１４ （n＝�，�，�，…）

を満たすとする。

a１＝１０のとき，a２＝ アイ ，a３＝ ウエ である。

数列｛an｝の一般項は，初項 a１を用いて

an＝ a１＋ オカ （n－�）

と表すことができる。

 数列｛bn｝が

�bn＋１－ bn＋�＝� （n＝�，�，�，…）

を満たすとする。

数列｛bn｝の一般項は，初項 b１を用いて

bn＝��b１＋ キ �
	
�
�

ク

ケ
�
	
n－１

－ コ

と表すことができる。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第４問は次ページに続く。）

第３問～第５問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。数学Ⅱ・数学Ｂ

― ４８ ― （２１０５―４８）



 太郎さんは

（cn＋�）（�cn＋１－ cn＋�）＝� （n＝�，�，�，…）……… 

を満たす数列｛cn｝について調べることにした。

�

● 数列｛cn｝がを満たし，c１＝�のとき，c２＝ サ である。

● 数列｛cn｝がを満たし，c３＝－�のとき，c２＝ シス ，c１＝ セソ で

ある。

� 太郎さんは，数列｛cn｝がを満たし，c３＝－�となる場合について考えて

いる。

c３＝－�のとき，c４がどのような値でも

（c３＋�）（�c４－ c３＋�）＝�

が成り立つ。
● 数列｛cn｝がを満たし，c３＝－�，c４＝�のとき

c１＝ セソ ，c２＝ シス ，c３＝－�，c４＝�，c５＝ タ

である。
● 数列｛cn｝がを満たし，c３＝－�，c４＝８３のとき

c１＝ セソ ，c２＝ シス ，c３＝－�，c４＝８３，c５＝ チツ

である。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ４９ ― （２１０５―４９）



� 太郎さんは�と�から，cn＝－�となることがあるかどうかに着目し，
次の命題 Aが成り立つのではないかと考えた。

命題 A 数列｛cn｝がを満たし，c１≠－�であるとする。このとき，

すべての自然数 nについて cn≠－�である。

命題 Aが真であることを証明するには，命題 Aの仮定を満たす数列｛cn｝に

ついて， テ を示せばよい。

実際，このようにして命題 Aが真であることを証明できる。

テ については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。

� c２≠－�かつ c３≠－�であること

� c１００≠－�かつ c２００≠－�であること

	 c１００≠－�ならば c１０１≠－�であること


 n＝ kのとき cn≠－�が成り立つと仮定すると，n＝ k＋�のとき

も cn≠－�が成り立つこと

� n＝ kのとき cn＝－�が成り立つと仮定すると，n＝ k＋�のとき

も cn＝－�が成り立つこと

（数学Ⅱ・数学Ｂ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ５０ ― （２１０５―５０）



� 次の�，�，�は，数列｛cn｝に関する命題である。

� c１＝�かつ c１００＝－�であり，かつを満たす数列｛cn｝がある。

� c１＝－�かつ c１００＝－�であり，かつを満たす数列｛cn｝がある。

� c１＝－�かつ c１００＝�であり，かつを満たす数列｛cn｝がある。

�，�，�の真偽の組合せとして正しいものは ト である。

� � 	 
 � � 
 �

� 真 真 真 真 偽 偽 偽 偽

� 真 真 偽 偽 真 真 偽 偽

� 真 偽 真 偽 真 偽 真 偽

ト の解答群

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ５１ ― （２１０５―５１）



第５問 （選択問題）（配点 ２０）

点 Oを 原 点 と す る 座 標 空 間 に�点 A（�，�，－�），B（�，�，�），

C（－	，１０，－�），D（－
，	，－�）がある。A，Bを通る直線を l１とし，C，

Dを通る直線を l２とする。



��
AB＝�� ア ， イウ ， エ 


�

であり，��AB・��CD＝ オ である。

 花子さんと太郎さんは，点 Pが l１上を動くとき，��
��
OP��が最小となる Pの位置

について考えている。

Pが l１上にあるので，
��
AP＝ s��ABを満たす実数 sがあり，��OP＝ カ が

成り立つ。

����OP��が最小となる sの値を求めれば Pの位置が求まる。このことについて，

花子さんと太郎さんが話をしている。

花子：����OP��２が最小となる sの値を求めればよいね。

太郎：����OP��が最小となるときの直線 OPと l１の関係に着目してもよさそう

だよ。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第５問は次ページに続く。）

第３問～第５問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。数学Ⅱ・数学Ｂ

― ５２ ― （２１０５―５２）



����OP��
２＝ キ s２－ クケ s＋ コサ である。

また，����OP��が最小となるとき，直線 OPと l１の関係に着目すると シ が

成り立つことがわかる。

花子さんの考え方でも，太郎さんの考え方でも，s＝ ス のとき����OP��が

最小となることがわかる。

カ の解答群

� s
��
AB � s

��
OB

� ��
OA＋ s��AB � （�－�s）��OA＋ s��OB

� （�－ s）��OA＋ s��AB

シ の解答群

� ��
OP・��AB＞	 � ��

OP・��AB＝	

� ��
OP・��AB＜	 � ����OP��＝����AB��

� ��
OP・��AB＝��OB・��AP 
 ��

OB・��AP＝	

� ��
OP・��AB＝����OP������AB��

（数学Ⅱ・数学Ｂ第５問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ５３ ― （２１０５―５３）



 点 Pが l１上を動き，点 Qが l２上を動くとする。このとき，線分 PQの長さ

が 最 小 に な る Pの 座 標 は�� セソ ， タチ ， ツテ �
�，Qの 座 標 は

�
� トナ ， ニヌ ， ネノ �

�である。

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ５４ ― （２１０５―５４）




